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＜研究目的＞近年、遺伝子解析技術の発達により、メタゲノム解析が進められている。古細菌は細菌

と異なるドメインに属する微生物であり、常在微生物の一員として、ヒトの生体内に存在している。腸内

細菌叢が粘膜免疫の分化・誘導に重要であることが明らかになってきたが、古細菌が宿主の免疫系に

与える影響は不明な点が多い。そこで、本研究では常在細菌叢としてヒトの口腔内から検出される

Methanobrevibacter oralis （M. oralis）と腸管内・腟内から検出される Methanobrevibacter smithi (M. 

smithi)が免疫応答に与える影響を検討した。 

＜研究手法＞M. oralis と M. smithi が、ヒトの末梢血と CD16-CD56brightNK 細胞株である NK92-MI に与

える影響を、サイトカイン産生能を中心に解析した。 

＜結果・考察＞ヒト末梢血では、M. oralis と M. smithi が NK 細胞からの炎症性サイトカインである

TNF- αのみならず、抑制性サイトカインの IL-10 産生を誘導した。しかし、NK 細胞株の実験では、M. 

oralis と M. smithi 単独ではこれらのサイトカイン産生を認めず、IL-2 と IL-12 によって活性化すると、強

い産生がみられた。このことから、常在微生物である M. oralis と M. smithi は、定常状態では NK 細胞

のサイトカイン産生を誘導しないが、何らかの炎症や感染により、局所に IL-2 や IL-12 などの Th1 サイ

トカインが存在し、NK 細胞が活性化している状態では、サイトカイン産生を促す可能性が示唆される。

本研究では、M. oralis と M. smithi の菌体で NK 細胞を刺激しており、M. oralis と M. smithi の菌体成

分のどの分画が ligand となるのかは不明である。また、それに対応する NK 細胞の受容体も明らかでは

ない。今後の重要な検討課題である。 

 

MO: M.oralis, MS: M. smithii 
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